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意向調査対象森林の森林整備フロー

図-8　意向調査対象森林の森林整備フロー

④施業採算性の評価

②林相区分（空中写真判読成果）

①意向調査

針広混交林 天然生広葉樹林・無立木地・林地外・
林地開発地（ゴルフ場・メガソーラー）の残置森林

経営管理制度の対象外

③過密化している人工林or
整備が必要な人工林の判定
（小班ごとに判定）

YES

森林経営計画による整備実施
（別記第8号様式に整理）

『自分で経営や管理』

自ら施業または森林組合等への
施業委託へ誘導

『山林の売却・寄付を希望』

経営管理制度の対象外のため、
森林組合や民間業者を紹介

『千歳市等への委託を希望』

針葉樹人工林

過密化している人工林（樹冠長率40%以下＊α）
＊α：針葉樹の場合

左記以外の場合

当面の施業優先度は低い
が、集約化のための施業
地確保の場合は④に移行

⑤公益性の評価

当面の施業優先度は低い
が、集約化のための施業
地確保の場合は④に移行

１施工地＊１のまとまりが５ha以上（間伐）or 
３ha以上（皆伐）

針広混交林や過密化していない人工林を
まとまりに追加して、左記条件を満たす

土場までの距離が500m以内

NO

YES NO

YES

NO 路網の開設や改良により、
左記条件を満たす

YES NO

森林経営計画の作成が可能

YES NO

集積計画＋配分計画による整備実施
or市町村単独事業による実施

対象森林周囲に保全対象施設（道路・水源地・家屋等）
がある or 対象森林に公益性発揮のための施業の必要性
（水源涵養・土砂流出防止・病虫害発生防止等）がある

左記以外の場合

当面の施業優先度は低い
ため、集約化の目途が整
うまで＊２は現況維持
（別記第８号様式に整
理）

集積計画（市町村森林経営管理事業）
による整備実施（主に保育間伐等）
or市町村単独事業による実施

＊１：１施工地とは、森林環境保全直接支援事業での施業実施を想定し、同一森林経営計画内で１時期にまとめられる合計面積、
あるいは、森林組合等のヒアリングにより条件設定を行う

＊２：施業集約化の目途が整うまでとは、１回目の意向調査の無回答者への追加調査や不明所有者探索により判明した所有者への
意向調査を行い、＊１の施工地面積を集約するまでの期間、あるいは路網開設により集約が可能となるまでの期間

林地傾斜が30°未満

YES NO

無回答

集約化の施業地確保が必要な場
合に、再度意向を確認


